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関東学院大学、NTT データ イントラマートのイントラネット・スタートパックを導入 

 

従来のグループウェアの領域を超え「業務効率向上」に成功 

 

株式会社ＮＴＴデータ イントラマート（本社：東京都港区、代表取締役社長：中山義人 以下、イント

ラマート社）は、関東学院大学（所在地：神奈川県横浜市、学長：大野 功一）の事務職員が利用する事

務系グループウェアを更改し、新たな事務系ポータルを導入した。本事務系ポータルは、イントラマー

ト社の次世代ポータル・グループウェア製品「イントラネット・スタートパック」を情報基盤として採

用。業務効率化と学内共通基盤の確立に向けた取り組みに貢献し、高い評価を得たことを発表する。 

 

関東学院大学は、1884 年に創立された横浜バプテスト神学校を源流とする総合大学である。文学部・経

済学部・法学部・工学部・人間環境学部の 5 学部と文学研究科・経済学研究科・法学研究科・工学研究

科の各研究科及び法科大学院を設置。キリスト教を建学の精神とし、校訓「人になれ 奉仕せよ」を掲げ、

21 世紀の社会に貢献できる優れた人材を育成している。事務職員数は総勢約 500 人。その事務職員が従

来利用していた事務系グループウェアのメーカー保守切れとなることから、2009 年 4 月より大規模なシ

ステム更改の検討を開始した。同大学はシステム更改に合わせ、単なるグループウェアにとどまらず、

ポータルを始めとする機能を持つ「業務効率を高めるツール」への転換をも検討。将来的にも学内共通

基盤の構築が行える拡張性を有する、イントラマート社の次世代ポータル・グループウェア製品「イン

トラネット・スタートパック」が選定された。下記のように従来の機能継承に加え、新たな付加価値を

持つシステムとして、2010 年夏から運用を開始している。「学内システムを統合して行くための共通基

盤」の構築に成功したことからシステム更改以降、『事務系業務の入口を１つに統合する共通基盤確立』

という未来像を明確に掲げ、より効果的に業務が遂行できる理想形へと改善を積み重ねている。 

イントラマート社は今後も教育機関などの学内情報共有基盤の構築により、業務の効率化が促進できる

システム構築を支援して参ります。   

 

 【導入システム概要】従来機能の継承と進化 

学内メール・掲示板・施設予約・文書管理という従来機能を着実に継承。文書管理では「文書管理シス

テム－QuickBinder 版－」を別途導入して管理を高度化した。さらに、「共通ポータル」「スケジュール

管理」「教職員録」「コミュニティ」などのメニューを新たに追加した。  

 

 

 



（1）共通ポータル 

ポータルを起動するだけで、新着学内メール、今週のスケジュール、全学掲示板、伝言メモ、文書新着

情報などを一画面に表示するよう工夫し、利便性を重視した。また、学内の他システム（会計システム

の伝票分散入力機能、ファイルサーバの個人用フォルダ、学外向けインターネット電子メール機能など）

も表示することで、学内情報システムの一元化の基盤を構築した。 

 

（2）スケジュール管理 

業務スケジュールを管理し、情報共有するための機能。離れた場所（キャンパス）にいる他部署の人の

予定なども瞬時にチェックすることができ、会議・打合せの日程を素早く調整することが可能となり、

業務の効率化を実現。 

 

（3）教職員録 

 「イントラネット・スタートパック」の住所録機能を用いて構築。所属・氏名・内線番号などの情報を

スピーディに検索することが可能。 

 

（4）コミュニティ 

チームコラボレーションをスムーズに行うための機能。部署を越えたプロジェクトチームを組み、メン

バー間でスケジュールや文書の共有を行うなど、電子会議室上でのディスカッションする場合に有用。

    

 

【導入効果と展望】学内共通基盤の確立に向けて 

事務系ポータルの導入により部署横断的な情報交換、事務職員と教員間との情報交換が促進。現在は事

務職員約 500 人に加え、専任教員約 500 人も利用し始めており、教職員共通ポータルサイト構築の実現

に向けた基盤づくりが進められているところである。また、今後の拡張テーマとして下記 3 点を挙げて

いる。 

 

（1）ワークフロー運用 

学内の様々な申請業務をワークフロー化し、ペーパーレス化と業務改善を推進。 

 

（2）ポータルとスケジュール管理の機能強化 

ポータルと他システムとの連携を密にして、業務の新たな流れを作り、さらなる業務効率向上へ。 

   

（3）長期的なテーマとして学内共通基盤の確立 

 



製品情報 

本リリースに掲載された各製品の詳しい情報は、下記をご参照ください。  

イントラネット・スタートパック 

 http://www.intra-mart.jp/products/application/isp.html 

 

■関東学院大学について 

 

関東学院大学 

金沢八景キャンパス（経済学部・工学部・人間環境学部） 神奈川県横浜市金沢区六浦東 1-50-1 

金沢文庫キャンパス（文学部）          横浜市金沢区釜利谷南 3-22-1 

小田原キャンパス（法学部）                   小田原市荻窪 1162-2 

設立 : 1884（明治 17）年（横浜バプテスト神学校） 

概要 : キリスト教を建学の精神とし、校訓「人になれ 奉仕せよ」を掲げ、21 世紀の社会に貢献できる

優れた人材を育成している。「グローバル時代に活きる豊かな教養と高度な専門性を有する人材の育成」

を掲げて、カリキュラムの充実はもとより、キャリアサポート、産学連携、留学制度など、学生 1 人ひ

とりの可能性を伸ばす機会も豊富に提供している。2007 年度 2 月、人間環境学部において ISO14001 の

認証を取得するなど、学内の環境保全活動にも積極的に取り組んでいる。   

大学設置年：1949（昭和 24）年   学生数：約 12,000 人 

URL : http://univ.kanto-gakuin.ac.jp/ 

 

■株式会社ＮＴＴデータ イントラマートについて 

株式会社ＮＴＴデータ イントラマートは、Web システム構築のための商用フレームワーク製品

「intra-mart」の開発及び販売を中心に事業展開しております。1998 年より、当社が企画、開発した独

自のシステム開発フレームワーク、業務コンポーネント群、アプリケーションシリーズは、2011 年 3 月

末現在 2300 社を超える企業へ導入されており、100 社強の販売特約店と共に、システム構築、コンサル

ティング、教育、運用支援に到るまでのトータルソリューションを提供しています。 

 

社 名： 株式会社ＮＴＴデータ イントラマート 

代 表 者： 代表取締役社長 中山 義人 

設 立： 2000 年 2 月 

資 本 金： 5 億 1,626 万円 

売 上 高： <連結>30 億円（2011 年 3 月期） 

従業員数： <連結>198 名（2011 年 3月末） 

事業内容： 「intra-mart」の企画・開発・販売・保守及びその導入に関するコンサルティング・シス

テム開発・教育の提供。 
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報道関係お問い合わせ先  
 

株式会社ＮＴＴデータ イントラマート 

〒107-0052 

東京都港区赤坂 2-17-22 赤坂ツインタワー本館 3階 

セールス＆マーケティング本部 久木田、雨宮 

TEL: 03-5549-2821 / FAX: 03-5549-2816 

E-mail: info@intra-mart.jp 

Home Page: http://www.intra-mart.jp 

 

 

 

※1：「intra-mart」は株式会社ＮＴＴデータ イントラマートの登録商標です。 

※2：その他記載されている会社名、システム名、製品名は一般に各社の商標、又は登録商標です。 
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